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中央部分はさらに一段深く掘られ、その幅 2.5 ～ 3.7 ｍ、







　出土した陶器の破片数は 2009 年 7 月の新聞報道時点
で 21 片であったが、奈良市埋蔵文化財調査センターに

































































































































































































天平 8 年 (736) に波斯（ペルシア）人の李
リ ミ ツ エ イ
密蘙らと
ともに来日した唐人皇甫東朝を指すと言う。『続日本
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